
中
学
校
で
教
え
る
内
容
の
半

分
が
小
学
校
５
・
６
年
生
に
お

り
ま
し
た
。

今
回
が
初
め
て
の
検
定
で
す
。

７
社
あ
り
ま
す
が
ど
の
教
科
書

も
、
文
科
省
が
い
ま
出
し
て
い

る
「
テ
キ
ス
ト
」
の
内
容
と
大

差
あ
り
ま
せ
ん
。

低
年
齢
か
ら
教
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
早
く
か
ら
「
英
語
嫌
い
」

が
増
え
る
対
策
を
、
教
育
委
員

会
に
求
め
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
っ
そ
う

塾
が
栄
え
ま
す
。
小
学
校
で

「
中
免
・
英
語
」
を
持
つ
先
生

は
５
％
程
度
で
す
。
事
態
は
深

刻
で
す
。

①
「
教
育
出
版
」
や
「
東
京
書

籍
」
に
『
憲
法
改
正
の
論
議
』

が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
会
で
審
議
が
始
ま
っ
て
も

い
な
い
の
に
、
ま
っ
た
く
の
先

取
り
で
す
。
特
に
「
東
書
」
は
、

安
倍
首
相
の
写
真
が
入
っ
た
新

聞
記
事
を
載
せ
て
い
ま
す
。

い
く
ら
安
倍
首
相
が｢

憲
法

改
正
が
悲
願｣

で
も
、
政
治
が

教
科
書
に
口
を
出
し
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

②
小
学
校
５
年
生
で
「
領
土
問

題
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。
小
学

校
で
指
導
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
「
日
本
固
有
の
領
土
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
子
ど
も
達
に
、
単
に
政
府
見

解
を
す
り
こ
む
こ
と
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

今
回
で
２
回
目
の
検
定
で
す
。

①
前
回
の
国
民
的
な
批
判
を
反

映
し
て
、
改
善
さ
れ
た
面
も
あ

り
ま
す
。

【
改
善
さ
れ
た
内
容
】

・
「
パ
ン
屋
」
を
「
お
菓
子
屋
」

・
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
」
を
「
和

楽
器
店
」

・
消
防
団
の
「
お
じ
さ
ん
」
を

「
お
じ
い
さ
ん
」

・
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
わ
が
ま
ま
で

い
け
な
い
」

な
ど
の
教
材
は

削
除
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
安
倍
首
相
や
野
田
東

大
阪
市
長
の
写
真
も
な
く
な
り

ま
し
た
。

②
「
市
民
的
道
徳
」
は
必
要
で

す
。
批
判
的
姿
勢
は
大
切
で
す
。

し
か
し
こ
れ
で
は
、
文
科
省

が
定
め
る
「
価
値
観
」
（
中
学

校
で
は
22
の
徳
目
）
を
子
ど
も

達
に
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
憲
法
の
３
本
柱

（
国
民
主
権
、
戦
争
放
棄
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
）
が
出
て
き

ま
せ
ん
．
な
ぜ
で
す
か
？

③
道
徳
が
「
教
科
」
に
な
り
、

子
ど
も
達
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

今
は
文
章
表
現
で
す
が
、
そ
の

う
ち
数
字
で
評
価
さ
れ
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
達
の
内
心
の
自
由

に
係
わ
る
重
大
問
題
で
す
。

④
「
別
冊
ノ
ー
ト
」
が
つ
い
て

い
る
教
科
書
が
あ
り
ま
す
。

意
図
的
に
考
え
が
誘
導
さ
れ

ま
せ
ん
か
？

⑤
教
材
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

文
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
編
集
委

員
会
」
編
で
す
。
作
ら
れ
た
文

章
に
意
図
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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「戦争法」を廃止させよう。子どもたちや自衛隊員を戦場に送るな。

【和泉市】会場：和泉市教育センター

・日時： ～７月 ３日（水） 土日祝・休館

９：３０～１６：３０

【高石市】会場：高石市立教育研究センター

・日時： ～７月１８日（木） 土日・休館

１０：００～１７：００

【忠岡町】会場：忠岡町役場

・日時： ～７月 ３日（水） 土日・休館

９：３０～１６：３０

※６月１日～７月３日は忠岡町図書館でも展示

もちろん各職場に教科書が回覧されます。

意見を教育委員会にあげましょう。

小
学
校
は
２
０
２
０
年

度
か
ら
新
「
学
習
指
導
要

領
」
が
完
全
実
施
さ
れ
ま

す
。そ

れ
に
伴
っ
て
今
年
度
、

小
学
校
の
教
科
書
が
採
択

さ
れ
ま
す
。

今
回
の
学
習
会
で
は
、

『
検
定
教
科
書
』
が
も
つ

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
、

知
り
ま
し
た
。

次のような切実な声や要求が寄せられています。

◇夜遅くまで（22時頃）、毎日残っ

て仕事をされている先生が多数い

る。

◆研修の為の準備に時間が取られ

過ぎる。

◇年度末に教室の営繕を行った。

若い講師の先生が「これも先生方

の仕事ですか？業者の仕事ではな

いのですか？」と言った。こんな

ところも「働き方改革」をしてほ

しい。

◇道徳が教科化されましたが、専

門的な教員の配置はないのですか？

◆生徒指導、保護者対応が始まる

のは、基本的に夕方以降。残業あ

りきの職業なのかなぁ と思って

います。本校だけでなく、生徒指

導の多い学校は、とても危ない状

態ですね。

◇学校の実際の状況と教職員数が

合っていないと思います。とても

キツイ感じです。手を取られる生

徒や突発的な対応が起こると、ど

うにもならない。

◆床の修理をしてほしい。歩くと

うるさいくらい音がする。

また、３階トイレの水圧が低く

て水の流れがよくない。暑くなっ

てくると、臭いがしてくる。廊下

にも臭いが流れてくるので、窓を

開けにくい。

◇トイレの排水管がすぐに詰まり

ます。薬剤をまいてもあまり効果

がありません。


